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オラクルコンサルが語る︕
事例でみていく
Oracle Cloud Infrastructure設計の勘所

⽇本オラクル株式会社
コンサルティングサービス事業統括
クラウド・テクノロジーコンサルティング事業本部
クラウド・プラットフォーム部
宮崎 博之
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以下の事項は、弊社の⼀般的な製品の⽅向性に関する概要を説明する
ものです。また、情報提供を唯⼀の⽬的とするものであり、いかなる
契約にも組み込むことはできません。以下の事項は、マテリアルや
コード、機能を提供することをコミットメント（確約）するものでは
ないため、購買決定を⾏う際の判断材料になさらないで下さい。オラ
クル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期に
ついては、弊社の裁量により決定されます。
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⾃⼰紹介
• 宮崎 博之(Hiroyuki Miyazaki)
• 主な担当︓Oracle Database、Oracle Cloud
• 共著︓「新・⾨外不出のOracle現場ワザ〜エキスパートが明かす運⽤・管理の極意〜」
• 好きなOCIサービス︓OCI Database(DBaaS)
• 趣味︓オンライン英会話、キックボクシング、公園めぐり
• 出⾝︓三重県津市

3

oramiyaz
IT Edge Blog -主にORACLE DATABASEと戯れるブログ-B

https://itedge.stars.ne.jp/
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本セッションのテーマ
⽬的
• Oracle Cloudを活⽤してエンタープライズ領域のシステムを構築する上で、
理解していただきたい「クラウドインフラ設計の正しい進め⽅」と、
抑えておきたい「Oracle Cloud固有の設計ポイント」をお伝えすること

想定参加者
• Oracle製品（特にOracle Database）を既に活⽤されており、
Oracle Cloudへのシステム移⾏の設計や検討に関わるインフラ担当者様

ゴール
• Oracle Cloudを活⽤したシステムでの設計の勘所を掴んでいただく

4
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Agenda

私がOracle Cloudをお奨めする理由
Oracle Cloudを活⽤したシステムでの
クラウドインフラ設計の正しい進め⽅
抑えておきたいOracle Cloud固有の設計ポイント
まとめ
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私がOracle Cloudをお奨めする理由
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データベース



Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

Oracle 18c
Shareded RAC

Integration with
Active Directory

In-Memory
Improvement
マシンラーニング

時代の要望に応じた機能拡張
Oracle Databaseの進化
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Oracle Databaseをクラウドで利⽤する上で最適な環境がOracle Cloud
Oracle Cloudの製品コンセプト

9

オンプレミスで培った標準技術をクラウドへ

クラウドで開発・運⽤したシステムをオンプレミスへ

Complete
Open

Integrated
Engineered

Complete
Open

Integrated
Engineered

CloudOn-Premises

同じ「アーキテクチャ」
同じ「オラクル製品」
同じ「知識・ノウハウ」

DEVELOP AND DEPLOY ANYWHERE 
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お奨め理由その２︓国内リージョン誕⽣︕

https://cloud.oracle.com/en_US/regions (2019年7月時点）

2019年5⽉
東京リージョン開設

https://cloud.oracle.com/en_US/regions
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東京リージョン誕⽣秘話
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Oracle Cloudを活⽤したシステムでの
クラウドインフラ設計の正しい進め⽅

12
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OracleCloud活⽤案件でのオラクルコンサル⽀援事例

※他にも、お客様システム全体の最適なクラウド移⾏計画策定⽀援(BluePrint）やPoC⽀援事例など様々な⽀援形態あり

エンタープライズ領域の最重要システムを多く⽀援してきたオラクルコンサルタントが、
プロジェクトの企画・設計フェーズから構築・テスト・移⾏、運⽤までトータルでカバー

# 活⽤パターン 概要 オラクルコンサルの主な⽀援内容

1 既存システムの移⾏
(Lift & Shift)

・オンプレミスで稼働中システムの移⾏先として
Oracle Cloudを活⽤する事例

2 新規システム構築 ・新サービス⽴ち上げなどのインフラ基盤として
Oracle Cloudを活⽤する事例

3 オンプレミスとの併⽤ ・オンプレミスと同じ製品を利⽤できるOracle Cloudの
特性を活かして、オンプレミスと併⽤して活⽤する事例
（例︓RAT in Cloudによる性能試験）

4 マルチクラウド活⽤ ・既に他社のクラウドをご利⽤中のお客様が、
新サービス展開等の為、Oracle Cloudを活⽤する事例

＜主な活⽤パターンとオラクルコンサルの⽀援内容＞

Oracle Cloudや
弊社製品を中⼼とした
技術⽀援、アドバイザー

13
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クラウドインフラ設計の進め⽅
構成変更が容易なクラウド特性を活かし、素早く設計、各フェーズで精緻化・最適化︕

全体構成設計

企画 設計 構築・テスト・移⾏ 運⽤
クラウド戦略策定
対象業務/システムの調査
要件定義

実現性評価
導⼊効果算出

⽅式設計
システム構成
運⽤⽅式

詳細設計
移⾏⽅式

構築
テスト
移⾏

運⽤・管理
評価

教育

ロードマップ策定

個別リソース設計
14

プロトタイプ
環境利⽤

システムの
基本構成検討

構築期間は
⼤幅に短縮

テスト期間を
しっかり確保

安定稼働運⽤

新機能・サービス
の採⽤検討

設計の精緻化

サイジング
簡略化
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クラウドインフラ設計の進め⽅
設計を進める際は、「全体構成設計」と「個別リソース設計」という2つの観点で検討

全体構成設計
設計内容

・ すべてのクラウドリソースに影響するインフラの設計
（例︓VCN＝仮想ネットワーク、コンパートメント）
・ クラウド上で利⽤するサービスの選択/配置
⇒⽐較的、後で変更が困難な項⽬が多い

システム構成図

個別リソース設計
・ OCIの個別リソースに関する設計
・ ユーザー管理範囲であるOS以上のレイヤ
（主にアプリケーション）に関する設計

⇒クラウドだからといって不要となるわけではない
※Managedサービス活⽤により簡略化は可能

基本/詳細設計書

Oracle Cloudの仕様を踏まえて設計する範囲

オンプレミスでの設計ノウハウを活かせる範囲

15

対象システム要件
⾮機能要件

解決したい課題

移⾏元システム構成
サーバ構成、利⽤S/W

お客様のポリシー
設計標準や運⽤体制
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ORACLE CLOUD (Tokyo Region)

Subnet C

Subnet D

Subnet B

Availability Domain 1 Availability Domain 2 AD3

Subnet A Bastian Server

Primary 
Database

Loaded Balanced
Web Servers

Standby Database

Bare Metal
Compute

Database 
System

Virtual Machine

Virtual Machine

Database 
System

VPN Dynamic 
Routing 
Gateway

ID & 
Access

Manageme
nt 

Object 
Storage

Auditing

クラウドインフラ設計の進め⽅
参考︓OCIシステム構成図イメージ

※構成図等の作成に便利なOCIのグラフィックスを以下からダウンロード可能（PowerPoint, SVG, Visio Stencil）
・Graphics for Topologies and Diagrams

どのリージョンを利⽤するか

どのようにオンプレミス
環境と接続するか

どのサービスを利⽤するか

どのようにネットワークを
構成するか

どのAD・FDを利⽤するか

どのようにデータを
保持するか

16

https://docs.cloud.oracle.com/iaas/Content/General/Reference/graphicsfordiagrams.htm
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クラウドインフラ設計の進め⽅
全体構成設計の為に確認すべきポイントは、基本的にオンプレミスで設計する際と同じ
関連するOracle Cloudでのインフラ設計要素を考慮しつつ、検討を進める
確認項⽬ 確認ポイント 関連するOracle Cloudでのインフラ設計要素

対象業務、システム構成 • サーバー、ストレージ、ネットワークに求める機能
• システム利⽤者、影響範囲

利⽤するクラウドサービス、インスタンス種類と数
サイジング/シェイプ、利⽤ソフトウェア、接続⽅式

外部システム連携 • 外部インターフェースと連携⽅法 接続⽅式、専⽤線
環境 • 本番/開発/テストなど必要な環境数 ネットワーク構成、コンパートメント

性能要件/拡張性要件
• 業務量/特性、レスポンスタイム、スループット、

ターンアラウンドタイム
• 現⾏のリソース使⽤量・率、将来の使⽤⾒込み

利⽤するリージョン・サービス、
インスタンスのタイプ・シェイプ、負荷分散⽅式

可⽤性要件 • 運⽤スケジュール、稼働率、障害時のRTO/RPO 冗⻑構成、バックアップ⽅式
業務継続性要件 • ⼤規模災害時の稼働⽬標（RTO/RPO/RLO） リージョン・データセンター構成、データ連携⽅法

セキュリティ要件 • 準拠すべき法令・基準等、情報セキュリティ対策 利⽤リージョン、認証・認可、監査、
ファイアーウォール（セキュリティリスト）

移⾏要件 • 移⾏期間、移⾏⽅法、移⾏対象、移⾏量 接続⽅式、専⽤線、移⾏⽅式
運⽤・保守要件 • 監視対象・⽅法、サーバー管理⽅法 監視、課⾦管理、踏み台/管理⽤サーバー要否

17
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クラウド化のメリットを活かす最適なインフラを選択するためのお奨めの検討順序
クラウドインフラ設計の進め⽅
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PaaS

IaaS

OnP

Managed Service

SW on Compute

要件が満たせない 必要な機能を提供する、Managed Service
(冗⻑性等がサービスとして組み込まれている
タイプのIaaS)があれば、可能な限り利⽤を検討

Managed Serviceとして提供されていない機能や、
要件が合致しない場合は、Computeインスタンスに
必要なソフトウェアをインストールしての利⽤を検討
※冗⻑構成等は別途検討する必要がある

セキュリティやネットワークの機能などで、クラウドサービスで満たせない要件があり、
SW on Computeでも代替できない場合は、オンプレミスの既存資産を
システム構成に組み込むことも検討

PaaSとして提供されているサービスがあれば、クラウド化のメリットが⼤きいため、
積極的に採⽤を検討

要件が満たせない

要件が満たせない
検
討
の
順
番

クラウド化
メリット⼤
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抑えておきたい
Oracle Cloud固有の設計ポイント
• リージョンの選択
• DBサービス選択指針
• データ移⾏設計
• 可⽤性設計
• コンパートメント設計

19
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リージョンによる差異を把握し、適切なリージョンを選択する
リージョンの選択

20

コンプライアンス 地理的距離とネットワーク性能 利⽤可能なサービス

https://cloud.oracle.com/en_US/cloud-compliance

法規やコーポレートガバナンスの要件が
満たせるか
“Oracle Cloud Compliance”より確認

https://cloud.oracle.com/data-regions

ユーザー拠点やアクセス元と、OCIリージョン
間のネットワークレイテンシ等が許容範囲
か確認

必要なサービスが提供されているか
”Data Regions for Platform and 
Infrastructure Services” より確認

https://cloud.oracle.com/en_US/cloud-compliance
https://cloud.oracle.com/data-regions


Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

Oracle Cloudでは、エンタープライズ領域の⼤規模システムでの利⽤を前提に
複数のDBサービスを提供。お客様はシステムに応じた最適なサービスを選択可能

DBサービス選択指針

21

シ
ス

テ
ム

規
模

Ve
ry

 H
ig

h

管理レベル（運⽤体制） Full-ManagedSelf-Service

DB on
IaaS

DBaaS
(VM/BM)

Autonomous
(ATP/ADW)

ExaCS

ExaCS ︓OCI Exadata
DBaaS︓OCI Database 

Virtual Machine(VM), BareMetal(BM)
Autonomous︓Autonomous Transaction Processing(ATP),

Autonomous Data Warehouse(ADW)
DB on IaaS︓ComputeインスタンスにDBを⾃前構築



Copyright © 2019, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

参考︓DBaaSの特徴

• VMタイプとBMタイプの⼆種類
– RACもData Guardも⾃動構築可能(RACはVMのみ）

• DBバージョン11.2〜19cまで選択可能
• 主なPaaS提供機能（原則はクラウドツール利⽤）

データベース製品⾃体はオンプレミスと同じだが、サービス仕様の理解は必要

22

DB領域⽤ストレージ

ComputeCompute

DB領域⽤ストレージ

Compute

シングル構成(VM/BM) RAC構成(VMのみ）

ClusterwareClusterware

Database Database

DATA
RECO

ASM

DATA
RECO

ASM

分類 機能
構築 プロビジョニング/環境削除

Data Guard構成/関連解除
DB追加(BMのみ）

運⽤ 起動停⽌(ノード）
バックアップ/リカバリ（DB）
パッチ適⽤(Clusterware、DB）
リソース拡張（CPU、Storage）
Data Guard切り替え

＜アーキテクチャ概要＞

・ シングル構成も含めて、Oracle Clusterwareで管理
・ データファイルはASM上に配置
・ デフォルトで表領域暗号化
・ バージョン12c以降はマルチテナントアーキテクチャ採⽤
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エンタープライズ領域の⼤規模なシステムでは、データサイズはTB超
クラウドへのデータ転送には時間がかかりやすいため、早めに移⾏⽅式を検討

データ移⾏設計

23

Dataset Size ネットワーク帯域（速度）

1 Gbps
(FastConnect)

10 Gbps
(FastConnect)

10 Mbps 100 Mbps

10 TB 22 時間 2 時間 92 日 9 日
100 TB 10日 24 時間 1,018 日 101日
500 TB 50日 5日 5,092 日 509日

1 PB 101日 10日 10,185日 1,018日

• 参考︓データ転送時間の⽬安表

• パフォーマンス・チューニングの原則
時間↓ = 処理量↓ / （速度 * 並列度）↑
じかん = みちのり ÷ はやさ
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エンタープライズ領域のシステムでは、可⽤性設計は最重要テーマ
Oracle Cloudでは、リージョン/AD/FDという3つの観点で可⽤性設計が可能

可⽤性設計

24

REGION 1

リージョンの構成パターン

Aシステム

REGION 1 REGION 2

Aシステム

シングルリージョン構成 マルチリージョン構成
Availability Domainの構成パターン

AD 1 AD 1 AD 2 AD 3

REGION 1

シングルAD構成 マルチAD構成

A
シ
ス
テ
ム

Aシステム

REGION 1 REGION 1
AD 1

FD 1

FD 2

FD 3

HW
障害
Aシス
テム

Fault Domainの構成パターン

REGION 1

AD 1

FD 1

FD 2

FD 3

HW
障害A
シ
ス
テ
ム

シングルFD構成 マルチFD構成

データセンターレベルの障害対応 サーバレベルの障害対応
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単⼀リージョン/単⼀AD環境でも、FDを活⽤して可⽤性を⾼めることが可能
パブリック・クラウドでRACを利⽤できるのはOracle Cloudだけ︕

可⽤性設計

25

• Availability Domain(AD):
– リージョン内に設置されたデータセンター
– リージョン内のAD間は低レイテンシ、⾼帯域ネットワーク

で接続されている。各ADは互いに独⽴しており、単⼀
のAD障害は他のADへ影響を与えない

– 東京リージョンは単⼀AD構成(2019年8⽉時点)

テクニカル・ホワイト・ペーパー
「Oracle Cloud Infrastructureへの⾼可⽤性アーキテクチャのデプロイに関するベスト・プラクティス」
「Oracle Cloud Infrastructureの障害リカバリのベスト・プラクティス」

• Fault Domain(FD):
– AD内のHWやインフラを共有するグループで、

各ADは常に3つのFDで構成される
– FD内のHW障害やメンテナンスは、他のFDへ影響を与えない

https://docs.oracle.com/cd/E97706_01/Content/General/Reference/aqswhitepapers.htm
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従来型のアカウント管理でよくある課題を、コンパートメントの活⽤にて解決︕
コンパートメントの設計
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課題
部署をまたいで
使⽤するシステム
の構築が困難

部署ごとのアクセス
権限設定が複雑

部署ごとのコスト
制御が困難

アカウント空間 アカウント空間

アカウント空間

部署-A

部署-B

部署-A

部署-B

全部署で共通の
アカウントを作成

部署ごとに
アカウントを作成or

従来型のアカウントの作成⽅法

コンパートメントの活⽤により、
より柔軟なアクセス権限設定や

コスト管理が可能に︕

Tenant

Compartment A Compartment B

Users Groups Policy

部署ごとにCompartment(サブアカウント)を作成

部署-A 部署-B

「コンパートメント」モデル

PolicyPolicy
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コンパートメントの活⽤で、アクセス権限設定やコスト管理を柔軟に実施可能
複数システムを管理する場合でも、アカウントを使い分ける必要なし︕

コンパートメントの設計
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• コンパートメントはOCIリソースの論理的な区分け・グループ
– リージョン/AD/FD等の物理的なものとは異なる論理的な概念
– 最⼤6階層まで階層化が可能(rootコンパートメントを含まない)

• ⼦コンパートメントは、親コンパートメントのポリシーを引き継ぐ

• OCIリソースは必ずどれか1つのコンパートメントに配置
– リソース作成時にユーザにて指定
– 管理コンソール上では、指定したコンパートメントに配置された

リソースのみが表⽰される
• 任意の単位でコンパートメントを定義することで、

アクセス権限設定やコスト管理を柔軟に⾏うことが可能
– 区分けの例︓

構築担当
GROUP

USERS 本番
コンパートメント

USERSUSERS

POLICY

開発
コンパートメント

運⽤担当
GROUP

USERSUSERSUSERS

POLICY システムA
コンパートメント

共通基盤
コンパートメント共通基盤担当

GROUP

USERSUSERSUSERS

POLICY

＜コンパートメント設計例＞

システム毎 会社や組織環境の種類 リソース種類
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本セッションでお伝えしたこと
• 私がOracle Cloudをお奨めする理由
– Oracle Cloudは、クラウドでOracle Databaseを利⽤する上で最適なプラットフォーム
– 東京リージョンは令和と共に誕⽣した記念すべき国内データセンター

• Oracle Cloudを活⽤したシステムでのクラウドインフラ設計の正しい進め⽅
– 進め⽅の⼤枠はオンプレミスと同じ。クラウドの特性を活かして、素早く設計、各フェーズで精緻化・最適化
– Oracle Cloud前提の「全体構成設計」と、従来の設計ノウハウを活かせる「個別リソース設計」の2つの観点
– クラウド化のメリットを最⼤限に活かすなら、PaaS->IaaSの順序で検討

• 抑えておきたいOracle Cloud固有の設計ポイント
– リージョンによる差異を把握し、適切なリージョンを選択
– エンタープライズ利⽤を前提とした複数のDBサービスを提供。システムに応じた最適なサービスを選択
– ⼤規模システムではデータサイズが⼤きく、転送時間がかかりやすいため、早めに移⾏⽅式を検討
– 可⽤性設計は最重要テーマの⼀つ。リージョン/AD/FDを組み合わせて、⾼可⽤性設計を検討
– コンパートメントの活⽤で、アクセス権限設定やコスト管理を柔軟に実施

28
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Oracle Digitalは、オラクル製品の導⼊をご検討いただく際の総合窓⼝。
電話とインターネットによるダイレクトなコミュニケーションで、どんなお問い合わせにもすばやく対応します。

もちろん、無償。どんなことでも、ご相談ください。




